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2RP-8　　　ブラジャーの着用実態とその問題点
　　　　　　一消費者教育の立場から一

　　　　　　香川県明善短大　○森田陽子　　香川大教育　小川育子　　別府大短大　菅裕子

　目的　下着は，人体の最も近いところに着用され，人体への影響が大きく，生理衛生性・

活動性などが問われてきた。最近では，ボディーコンシャスなど，人体に関しての意識の

変化が著しく，下着に対する要求にも変化が見られる。特に，ブラジャーは，「やせる」

　「よせて上げる」など，体型の補整などといった機能性をうたって，多種多様なものが販

売されているのが現状である。このような中で，消費者はどのように選択，購入をし，ど

のように着用しているのであろうか。その特徴と問題点を探った。

　　方法　Ｋ女子短大およびＢ短大の女子学生334名およびその母親30l名を対象とし，

1994年11～12月無記名自記式でアンケート調査を行なった。回収数は学生241名，母親

172名，有効回答率は学生72.2%,母親57.1%であった。調査内容は，ブラジャーについ

ての知識，関心，情報，着用実態などで，各項目の単純集計およびクロス集計を行なった。

　　結果　ブラジャーの着用の効果として考えているのは，胸の形を整える，胸を大きく

見せるなどの整容性，および動きやすくするなどの活動性が主である。しかし，ブラジャ

｀一に対する不満も，整容性や活動性であった。自分のブラジャーサイズとバストサイズを

正しく答えたのは，学生で64人（26.6%）,母親37人（21.6%）と少なく，測定箇所に

ついても正しく理解していたのはどちらも約30%にすぎないことがこの原因と考えられる。

サイズや着用方法についての情報源は，学生が通信販売カタログ（37.8%）,雑誌の特集

記事（22.2%）に対し，母親は下着売り場販売員（31.8%）を多く挙げていた。

2Rp－9 子どもの「手の働き」に関する研究（第１報）
　　　「手の働き」と人間形成
福山市立女短大　加納三千子山本百合子金田すみれ○西川龍也正保正恵

　【目的】本研究では、「手の働き」が、人間形成に必要不可欠であることをあきらかに

する。　同時に、今日、失われつつある「手の働き」を生活の場に位置付けしなおすため

に、家政教育の果たす役割を提言したい。

　本報では、「手の働き」と人間形成とのかかわりを、歴史的視点､等から検討を行う。こ

の視気に照らして、以下、実証的研究による報告を行う。

　【方法】モリス、ラスキン、デューイら先人達の著書を参考にしながら論じる。

　【結果】「手の働き」は、人間の知覚及び知能の発達において、必要不可欠である。人

類は「手の働き」を生活の場での様々な労働や遊びで経験し、その資産を次代に継承して

いった。　しかし、18世紀末英国に発する産業革命は、生産労働と家事労働とを分離さ

せ、生産の場から手仕事＝r手の働き」を追放していった。こうした状況のもたらす人間

疎外に対し、エングルス、モリス、ラスキンら先人達が厳しく警告を行ったにも関わらず、

今世紀を通じて産業の機械化は進行進行し続けた。
　更に、1920年代の米国を端緒として、大量生産による消費財の流入と家事労働の機

械化の進行により、家庭からも手仕事＝「手の働き」は徐々に追放されつつある。わが国

では高度経済成長期以降、こうした状況力顎著となっている。結果として、「手の働き」

が失われることによる「人間性の危機」は、生産と消費を包括した生活全般に及ぼうとし

ている。
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